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■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：豊中市南桜塚 1-12-7
最寄駅：阪急「岡町曽根」駅　北へ 300m
TEL：06-6852-3002
参考資料：萩の寺パンフレット、ホームページ

　阪急曽根駅北に萩で有名なお寺がある。
本年も9月15日から25日の間、萩まつり道了
祭が行われていた。今年は暑さのため少し
開花は遅れていたようだが、白萩や宮城野
萩の可憐な花をカメラマンが熱心に撮影さ
れていた。豊中百景にも選ばれた観光地の
ひとつである。
　当院は新西国三十三カ所台十二番の霊
場にして、天平年間（735年）行基菩薩の草
創にかかり本尊は同菩薩自作の薬師如来
と十一面観世音ならびに重文（旧国宝）降
魔座釋尊を安置する。孝徳天皇の御代に、
豊崎村下三番（現大阪市北区中津）にて、行
基菩薩が火葬の方法を伝授したのを起縁と
し、薬師堂を建立したのが当院の由緒とされ
ている。その際、死者の霊を慰めるため、当
時淀川水系に群生していた萩を供花として
霊前に捧げたことが、当院の萩の植栽の起

縁といわれている。
　あごなし地蔵堂は元大阪天満の川崎東照
宮本地堂で、寛文5年（1665年）に徳川秀忠
の命をうけて川崎東照宮［元和3年（1617
年）建立］の本地堂として建立され、明治初
期に廃社となった遺構の一部が大正2年に
当寺に移築された。偉容を誇った川崎東照
宮を今に伝える唯一の建造物として貴重な
資料である。
　萩の寺山門は宝暦7年（1757年）全竜禅師
によって建立された。総欅造りで大正4年大
阪市北区中津より現在地に移築、阪神淡路大
震災により大破するが、平成7年修復された。
　萩の寺では、弟子である高浜虚子、青木月
斗など壮々たる俳人たちの集う句会が催さ
れる。9月の萩まつり道了祭には、「子規忌ヘ
チマ供養」と「萩の四季俳句会」が開催され
俳句を愛する人が多く訪れる。   （昇　 勇）

所在地：東大阪市瓢箪山町 8-1
最寄駅：近鉄奈良線「瓢箪山駅」下車　南へ徒歩３分
TEL：072-981-2153

　近鉄奈良線瓢箪山駅前を南北に横切
る旧国道 170 号線沿い約 700m は、約
250 の商店がならび、日本で唯一 ｢ アー
ケードが国道にかかる商店街 ｣ として知ら
れており、人と自転車がぶつかるほどの賑
やかさで行き交っている。
　駅から、南にのびる商店街は ｢ ジンジャ
モール瓢箪山 ｣ と名付けられ、瓢箪山稲
荷神社は、その商店街沿いに赤い鳥居を
かまえている。そこから参道にはいり境内
にかけて石鳥居、石灯篭、狛犬など、ふ
つう神社に見られるものを始めとして、玉
垣・寄付金をきざんだ石碑に至るまでたく
さんの石造遺物が存在している。
　瓢箪山稲荷神社は、山畑古墳群中、最
も古い 6 世紀初期に造られた最大の古
墳、通称「瓢箪山古墳（双円墳）」の西斜
面に社殿が建てられている。「ひょうたん

やま」という地名はこの古墳の形が瓢箪
に似ていることからついたといわれる。
　社伝によると、天正 11 年（1584）に
豊臣秀吉が大坂城築城にあたり、巽の方
向のこの地に金瓢を埋め伏見桃山城から

「ふくべ稲荷」を勧請したのにはじまると
いわれている。稲荷神を祭神として祀り、
辻に立ち、通行人の話し言葉や、方角、
経験などから吉凶を判断する「辻占」の
総本社としても有名。
　幕末から、明治・大正にかけて参道両
側に旅館・茶店がならび大いに繁盛し、
大阪堂島の米相場の上り下りも、この辻
占によって占われたとか。
　今も、参拝後、神前でおみくじを引き、
東参道口の「占場」に立つと、同神社の
宮司が占う。現在、年間数百人ほどが占っ
て貰いに来るそうである。　　（池渕皇代）
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